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こ
れ
ま
で
私
は
、
長
短
合
わ
せ
て
都
合
三
回

の
渡
英
を
し
ま
し
た
。
第
一
回
は
一
九
八
四
年

夏
の
二
週
間
の
社
会
教
育
関
係
の
人
々
と
の
ス

タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
。
第
二
回
目
は
、
一
九
八
七
年

か
ら
一
九
八
八
年
の
一
年
間
目
客
員
研
究
員
と

し
て
の
滞
在
。
第
三
回
目
は
、
一
九
九
一
年
夏

の
一
ヵ
月
間
の
調
査
研
究
旅
行
で
す
（
同
行
し

た
の
は
、
名
古
屋
短
大
の
左
口
さ
ん
、
広
島
大

の
田
村
さ
ん
）
。
場
所
は
、
主
と
し
て
英
国
（
観

光
、
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
そ
の
他
で
、
フ
ラ
ン
ス
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
出
向
い
て
い
る
）
。
滞
在
目
的

は
、
や
は
り
研
究
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
こ
こ
で
は
、
ま
ず
二
度
目
の
旅
を
終
え
て
帰

国
し
た
時
の
小
文
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

究極
員東

（
フ
ァ
ー
イ
ー
ス
ト
）
か
ら
の
客
員
研

　
「
斜
陽
」
と
「
博
物
館
」
の
国
と
か
、
近
年

の
英
国
を
見
る
日
本
人
の
脳
裏
に
は
、
よ
ほ
ど

「
落
日
」
や
「
黄
昏
」
　
（
た
そ
が
れ
）
の
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
よ
う
で
す
。
”
英
国
病
”
と
い
う

命
名
者
の
「
功
」
　
（
罪
？
）
、
大
な
り
と
い
う
べ

き
で
し
よ
う
か
。

　
『
ニ
ュ
ー
ズ
ウ
イ
ー
ク
』
の
「
英
国
北
部
の

衰
退
」
と
い
う
先
の
印
象
を
追
い
立
て
強
い
る

よ
う
な
記
事
を
背
に
し
て
、
北
部
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
中
心
都
市
の
一
つ
、
リ
ー
ズ
に
到
着
し
た

の
は
一
九
八
七
年
九
月
二
〇
日
の
こ
と
で
し
た
。

　
一
年
間
の
学
外
研
究
の
主
要
な
目
的
は
、
英

国
成
人
（
労
働
者
）
教
育
の
現
状
と
青
年
教
育

の
現
実
を
実
態
に
即
し
て
リ
ア
ル
に
把
握
す
る

こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
一
九
八
四
年
の
夏
に
、

短
期
間
の
駆
け
足
の
旅
な
が
ら
、
英
国
各
地
の

大
学
、
成
人
教
育
施
設
を
訪
ね
る
機
会
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
英
国
へ
は
二
度
目
の
し
か
し
、

今
回
は
、
少
し
定
点
観
測
的
な
ね
ら
い
を
も
っ

た
滞
在
で
す
。

　
到
着
日
が
、
日
曜
の
午
後
で
し
た
の
で
、
英

国
的
生
活
様
式
を
考
慮
し
て
、
駅
ま
で
迎
え
に

出
て
く
れ
た
、
受
け
入
れ
学
科
の
秘
書
の
リ
ン

ダ
が
、
滞
在
先
の
フ
ラ
ッ
ト
の
部
屋
に
当
座
の

食
料
品
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

　
私
の
身
分
は
、
リ
ー
ズ
大
学
成
人
継
続
教
育

学
科
の
客
員
研
究
員
。
学
科
で
の
研
究
・
生
活

の
配
慮
、
評
議
会
で
の
正
式
裁
可
の
手
続
を
取

っ
て
頂
い
た
ヘ
ッ
ド
（
主
任
）
の
マ
リ
オ
ッ
ト
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教
授
（
当
時
）
に
よ
れ
ば
、
戦
後
創
設
（
一
九
四

九
年
）
の
こ
の
学
科
へ
の
初
め
て
の
日
本
人
研

究
者
で
あ
る
こ
と
を
、
後
日
知
り
ま
し
た
。

　
翌
日
か
ら
、
大
学
の
研
究
室
に
お
も
む
い
て

の
早
速
の
研
究
開
始
。
意
気
込
ん
で
い
ま
す
と
、

英
国
の
大
学
は
、
一
〇
月
以
降
（
人
文
、
社
会

学
科
系
は
と
く
に
）
が
学
期
開
講
。
と
く
に
、

当
成
人
継
続
教
育
学
科
は
、
学
部
学
生
を
持
た

ず
、
大
学
院
生
へ
の
研
究
・
教
育
と
成
人
教
育

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
一
般
市
民
及
び
諸
団
体
へ

の
教
育
サ
ー
ビ
ス
・
調
査
・
訓
練
も
主
た
る
任

務
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
　
「
張
り
き
り
す
ぎ
ず
、

気
楽
に
ど
う
ぞ
」
と
ス
タ
ッ
フ
が
声
を
か
け
て

く
れ
ま
す
。

　
当
時
、
隣
室
の
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
ン
氏
が
、
部

屋
に
入
っ
て
き
て
「
日
本
人
の
Y
氏
を
知
っ
て

い
ま
す
か
」
と
尋
ね
ま
す
。
私
も
研
究
会
そ
の

他
で
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
る
、
日
本
福
祉
大

学
の
Y
先
生
の
こ
と
で
す
。
Y
氏
が
、
ブ
リ
テ

ィ
ッ
シ
ュ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
留
学
生
と
し
て
英
国

内
務
省
の
少
年
司
法
研
究
で
机
を
並
べ
た
仲
と

の
こ
と
。
お
互
い
に
、
　
「
何
と
こ
の
世
は
狭
い

の
か
」
と
驚
き
合
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
、
生
活

が
開
始
出
来
た
こ
と
は
、
季
節
が
急
速
に
秋
か

ら
冬
に
向
う
英
国
北
部
の
グ
ル
ー
ミ
ー
な
天
候

を
思
え
ば
、
か
な
り
幸
先
が
良
か
っ
た
と
言
う

べ
き
な
の
で
し
ょ
う
。

　
私
の
研
究
生
活
の
リ
ズ
ム
は
、

日
本
に
い
た
時
以
上
に
規
則
的
に

な
り
、
前
半
の
一
〇
月
か
ら
イ
ー

ス
タ
ー
ホ
リ
デ
イ
ま
で
は
主
と
し

て
大
学
院
で
の
講
義
の
受
講
や
セ
箋

ミ
ナ
ー
の
討
議
な
ど
の
系
統
的
な

難
雛
辮
脳
鍵

に
と
ら
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
．
一
つ
髄

の
成
果
と
い
え
ま
す
。

　
週
末
に
、
我
が
ポ
ン
コ
ッ
車

（
V
W
ゴ
ル
フ
）
を
走
ら
せ
ま
す

と
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
ム
ー
ア
（
荒

野
）
が
、
眼
前
に
広
が
り
を
見
せ
、

　購醐

ヨ
ー
ク
、
ハ
ロ
ゲ
ー
ト
、
ハ
ワ
ー
ス
、
ス
カ
ー

ボ
ラ
等
の
歴
史
的
景
観
と
景
勝
の
地
に
容
易
に

近
づ
け
ま
す
。
又
、
こ
こ
は
北
部
工
業
地
帯
。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
、
シ
ェ
フ
ィ
ー
ル
ド
、
リ
バ

プ
ー
ル
の
歴
史
的
風
情
に
思
う
事
多
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
徽

悉

貼

　
　
側

鴇

　
　
柵
　
吾
耀
懸
総
鱒

瑛

懸
　
蓼

欝
ー

灘ンパス
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後
半
は
、
成
人
及
び
青
年
教
育
施
設
の
訪
問
、

あ
る
い
は
、
主
た
る
研
究
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
の
旅
が
始
ま
り
、
又
諸
集
会
、
学
会
、
国
際

会
議
へ
の
参
加
が
重
要
な
仕
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
九
八
七
年
か
ら
八
八
年
は
、
英
国
は
激
動

の
年
。
福
祉
、
医
療
、
教
育
、
労
働
の
分
野
に

サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
民
営
化
の
「
な
た
」
　
（
施

策
）
が
ふ
り
お
ろ
さ
れ
ま
す
。
　
「
教
育
法
案
」

（
べ
ー
カ
ー
ビ
ル
）
は
、
そ
の
一
つ
の
焦
点
で

し
た
。

　
日
本
の
「
臨
教
審
」
改
革
と
対
比
し
な
が
ら
、

当
地
の
人
々
と
の
出
会
い
と
討
議
は
、
か
け
が

え
の
な
い
友
人
を
つ
く
り
出
し
ま
し
た
。

　
「
同
じ
ト
ラ
ッ
ク
線
上
」
　
（
≦
①
巽
Φ
8
夢
Φ

ω
餌
ヨ
Φ
賃
碧
5
に
い
る
と
の
共
感
は
、
研
究

を
大
い
に
励
ま
す
も
の
で
し
た
。
資
料
収
集
や

図
書
館
に
閉
じ
込
も
る
（
時
に
必
要
で
す
が
）

研
究
の
ス
タ
イ
ル
と
は
違
う
、
ア
ク
シ
ョ
ン
・

リ
サ
ー
チ
の
重
要
性
を
つ
く
づ
く
感
じ
、
又
日

本
の
情
報
化
、
国
際
化
の
水
準
の
皮
相
性
に
思

い
い
た
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
で
し
た
。

　
必
ず
や
、
再
び
三
た
び
英
国
を
訪
れ
る
こ
と
、

あ
る
い
は
日
本
で
の
再
会
を
約
す
る
友
人
研
究

者
た
ち
と
の
別
れ
は
、
一
方
に
日
本
で
の
研
究

へ
の
責
任
を
ひ
し
と
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

“
英
国
病
”
な
ど
と
言
い
た
て
る
日
本
に
は
、

“
日
本
病
”
と
も
言
う
べ
き
、
閉
鎖
的
か
つ
ふ

と
こ
ろ
の
浅
い
忙
し
さ
が
待
ち
受
け
て
い
る
の

で
す
か
ら
。
こ
の
点
で
、
経
済
誌
ロ
ン
ド
ン

『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
誌
が
、
、
男
Φ
Φ
一
営
閃
勺
o
曾

言
冒
℃
弩
、
の
見
出
し
を
付
け
て
特
集
を
組
ん

で
い
た
の
は
ま
こ
と
に
適
切
と
い
う
べ
き
で
し

ょ
う
か
。
（
『
愛
知
県
立
大
学
学
報
』
第
二
六
号
、

一
九
八
九
、
六
か
ら
）

　
英
国
の
大
学

　
英
固
（
こ
の
場
合
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）
の
大
学

は
そ
の
起
源
に
お
い
て
四
種
別
に
わ
け
ら
れ
ま

す
。
第
一
群
は
、
○
駄
o
こ
、
9
日
耳
一
猪
①
の

い
わ
ゆ
る
オ
ッ
ク
ス
ブ
リ
ッ
ジ
と
ロ
ン
ド
ン
大

学
が
い
わ
ゆ
る
伝
統
的
権
威
、
老
舗
に
相
当

し
、
、
第
二
に
、
こ
の
リ
ー
ズ
や
シ
ェ
フ
ィ
ー

ル
ド
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
、
ノ
ッ
テ
ン
ガ
ム

等
々
の
都
市
大
学
（
Ω
＜
8
q
昌
話
邑
畠
）
が

今
世
紀
初
頭
か
ら
第
一
次
大
戦
前
後
に
か
け
て

設
立
さ
れ
、
さ
ら
に
第
三
に
、
戦
後
の
主
と
し

て
一
九
五
〇
～
六
〇
年
代
に
設
立
さ
れ
た

Z
Φ
≦
d
巳
＜
R
巴
昌
（
サ
セ
ッ
ク
ス
、
ヨ
ー
ク

な
ど
）
。
こ
れ
ら
は
、
ヨ
ー
ク
大
学
を
除
け
ば
、

学
部
（
フ
ァ
カ
ル
テ
イ
）
の
集
合
体
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
第
四
に
は
、
○
需
口

C
巳
＜
R
ω
身
や
地
方
自
治
体
設
立
の
ポ
リ
テ

ク
ニ
ッ
ク
等
の
高
等
教
育
機
関
の
一
九
七
〇
年

代
か
ら
の
急
成
長
が
、
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の

内
、
都
市
大
学
の
そ
れ
ぞ
れ
の
設
立
過
程
は
実

に
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
改
革
の
嵐
と
英
国
大
学

　
英
国
の
高
等
教
育
（
中
等
教
育
に
続
く
も
の

と
し
て
の
第
三
の
教
育
“
タ
ー
シ
ャ
リ
ー
教
育

と
も
い
う
）
は
、
今
大
変
な
激
動
の
過
程
に
あ

り
ま
す
。

　
第
一
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
か
ら
の
教
育
改

革
の
嵐
が
大
学
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
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と
り
わ
け
、
一
九
八
八
年
教
育
法
の
影
響
は
大

き
く
、
現
在
の
メ
ー
ジ
ャ
ー
政
権
の
下
で
も
サ

ッ
チ
ャ
ー
主
義
は
明
確
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。
九
一
年
夏
の
三
た
び
目
の
訪
英
で
も
、
教

育
科
学
省
の
提
案
し
て
い
る
三
つ
の
ホ
ワ
イ
ト

ペ
イ
パ
ー
（
白
書
）
①
国
身
8
ぎ
コ
　
鋤
区

↓
轟
ぎ
ぎ
閃
　
胤
○
『
　
跨
Φ
　
N
一
ω
叶
　
8
コ
ε
蔓
b
日

一
q
も
。
曾
8
一
②
＞
0
8
ω
ω
餌
＆
○
署
o
旨
琶
一
蔓
”
鋤

ω
貸
簿
Φ
閃
蜜
｛
o
『
国
α
⊆
8
試
o
口
Q
口
α
↓
目
巴
巳
コ
堕

O
ヨ
一
器
。
③
田
ひ
Q
び
R
国
身
8
二
8
§
器
≦

｛
β
ヨ
①
≦
o
詩
お
。
一
●
が
大
き
な
議
論
を
巻
き
起

こ
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
、
　
「
白

書
」
　
（
ホ
ワ
イ
ト
ペ
イ
パ
ー
）
は
、
次
の
三
点

が
特
徴
的
と
い
え
ま
し
た
。

　
第
一
に
は
、
産
業
・
経
済
界
か
ら
の
要
請
に

応
え
る
教
育
・
訓
練
改
革
へ
の
志
向
（
資
格
、

高
等
教
育
概
念
の
拡
大
、
e
t
C
）
が
鮮
明
な

こ
と
で
し
た
。
第
二
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
る

も
の
の
倭
小
化
が
意
図
さ
れ
、
各
大
学
や
個
人

の
自
由
な
研
究
・
教
育
を
財
源
的
に
統
制
し
よ

う
と
す
る
（
d
男
○
あ
る
い
は
O
o
琶
亀
）
中

央
統
制
の
意
図
が
極
め
て
露
骨
な
こ
と
で
し
た
。

第
三
に
は
、
大
学
・
カ
レ
ッ
ジ
に
お
け
る
競
争

と
企
業
経
営
手
法
の
導
入
が
推
奨
さ
れ
、
外
部

的
財
源
と
発
言
の
大
学
内
部
へ
の
導
入
が
、
こ

れ
又
臆
せ
ず
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
一
九
八
○
年
代
か
ら
九
〇
年

代
に
か
け
て
の
高
等
教
育
政
策
と
見
事
に
符
号

し
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
は
、
大

ま
か
に
い
え
ば
、
次
の
四
点
で
し
た
。
一
つ
に

は
、
民
営
化
（
プ
ラ
イ
バ
タ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）

を
軸
と
し
た
財
政
面
か
ら
の
改
革
、
、
二
つ
に

は
教
育
研
究
上
の
評
価
、
効
率
性
の
面
か
ら
の

大
学
間
、
学
部
・
学
科
間
の
順
位
づ
け
と
予
算

配
分
、
三
つ
目
は
高
等
教
育
人
口
の
量
的
拡
大

と
多
様
化
の
面
か
ら
の
再
編
、
四
つ
目
は
、

個
々
人
の
研
究
教
育
へ
の
能
力
主
義
、
競
争
主

義
の
促
進
。

　
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
、

ド
イ
ッ
の
高
等
教
育
モ
デ
ル
を
意
識
し
て
上
か

ら
強
引
に
進
め
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

　
大
学
人
の
良
心
と
知
的
・
実
践
的
誠
実
性
、

　
国
際
的
視
野

　
こ
の
よ
う
に
、
大
学
の
変
動
の
渦
中
に
あ
り

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
私
が
接
し
率
直
に
意
見

を
交
換
し
て
き
た
大
学
人
た
ち
に
は
、
知
的
誠

実
性
と
人
間
的
楽
天
性
の
両
面
を
備
え
た
人
々

が
多
い
こ
と
も
、
私
の
こ
の
間
の
印
象
で
す
。

英
国
的
大
学
の
象
牙
の
搭
意
識
を
抜
け
出
せ
な

い
大
学
人
が
少
な
く
な
い
中
で
、
こ
れ
は
一
つ

の
驚
き
で
す
。
成
人
継
続
教
育
と
か
労
働
者
教

育
に
関
し
て
大
学
成
人
教
育
の
立
場
か
ら
一
般

の
人
々
に
、
日
頃
接
し
て
い
る
か
ら
な
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

　
九
一
年
夏
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
ラ
ス
キ

ン
カ
レ
ッ
ジ
で
の
国
際
会
議
（
菊
霧
8
8
げ
器

団
口
閃
Q
閃
Φ
ヨ
Φ
耳
”
＞
口
ざ
8
ヨ
Q
辞
一
〇
旨
巴
O
o
≧
R
－

①
p
8
　
0
コ
　
∪
①
＜
①
一
〇
風
p
磯
　
菊
①
一
鋤
江
o
蕊
霞
甥

ω
曾
≦
①
①
コ
↓
『
Q
α
①
d
巳
○
口
ω
餌
口
α
菊
Φ
ω
①
㊤
同
O
げ

○
お
き
置
讐
δ
霧
冒
ξ
一
8
一
）
を
主
催
し
た
友

人
キ
ー
ス
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
も
そ
の
一
人
。
日

頃
か
ら
、
労
働
組
合
の
活
動
家
の
≦
o
美
R
ω

国
Φ
ω
Φ
費
9
R
養
成
に
意
を
注
ぎ
、
同
時
に
国
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際
的
な
オ
ー
ル
タ
ナ
テ
イ
ブ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
に
も
精
力
を
傾
け
、
論
文
書
き
も
多
産

で
同
時
に
家
族
と
一
夏
南
仏
の
共
同
別
荘
で
過

す
こ
と
も
忘
れ
な
い
研
究
者
で
す
。
リ
チ
ャ
ー

ド
・
テ
イ
ラ
ー
は
、
英
国
の
平
和
運
動
の
歴
史

的
研
究
で
℃
＝
b
を
取
り
、
成
人
教
育
セ
ン

タ
ー
の
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
ブ
ラ
ン
チ
所
長

の
経
験
も
あ
り
、
専
門
職
教
育
、
地
域
教
育
に

も
造
詣
深
く
大
学
成
人
教
育
の
リ
ベ
ラ
ト
リ
ー

に
思
慮
深
く
こ
だ
わ
る
、
リ
ー
ズ
大
学
成
人
継

続
教
育
学
科
、
構
外
教
育
部
門
の
若
き
主
任
教

授
で
す
。
家
庭
を
訪
問
し
た
時
の
、
家
族
会
話

も
暖
か
い
愛
情
が
満
ち
て
い
ま
し
た
。
紙
幅
上
、

他
の
人
物
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
紹
介
が
で
き
ま
せ

ん
が
、
他
に
ケ
ビ
ン
・
ウ
ォ
ー
ド
、
ブ
ル
ー
ス

・
ス
ペ
ン
サ
ー
、
エ
ド
・
エ
リ
ス
、
等
々
名
を

挙
げ
て
そ
の
研
究
ス
タ
イ
ル
、
生
活
を
紹
介
し

た
い
友
人
が
私
の
貧
し
い
体
験
か
ら
も
幾
人
も

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
又
、
英
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず

　
　
　
　
4

国
際
的
に
も
著
名
な
研
究
者
た
ち
も
、
そ
の
謙

虚
な
人
柄
と
知
的
誠
実
さ
に
心
打
た
れ
ま
し
た
。

　
八
七
／
八
八
年
滞
在
時
、
都
合
三
度
お
会
い

し
一
度
は
時
間
を
取
っ
て
頂
い
た
ブ
ラ
イ
ア
ン

・
サ
イ
モ
ン
（
教
育
学
、
教
育
史
）
先
生
は
、

激
し
い
雨
の
中
、
駅
ま
で
迎
え
に
来
て
下
さ
り
、

私
の
よ
う
な
者
に
も
気
さ
く
に
話
し
て
下
さ
り
、

そ
の
折
り
彼
の
処
女
作
＞
ω
↓
d
U
国
Z
↓
、
ω

く
H
国
≦
　
○
司
　
↓
国
国
　
d
Z
H
く
国
勾
ω
H
↓
H
国
ω
”

一
〇
蕊
、
を
古
本
屋
で
見
つ
け
た
の
を
私
が
示
す

と
実
に
な
つ
か
し
そ
う
に
サ
イ
ン
を
し
て
、
レ

ス
タ
ー
大
学
の
コ
モ
ン
ル
ー
ム
で
戦
後
の
体
験

を
話
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
や
、
掘
尾
輝
久
氏

の
、
国
身
8
鉱
8
巴
↓
ぎ
轟
算
餌
＆
宣
8
一
〇
翰

冒
］
≦
0
8
ヨ
蜜
冨
P
一
〇
〇。
○
。
、
を
深
く
読
ん
で
い

る
と
こ
ろ
だ
と
話
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で

し
た
。

　
同
様
な
意
味
で
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
大
学
名
誉
教

授
の
ロ
イ
ド
ン
・
ハ
リ
ソ
ン
（
労
働
政
治
史
）

先
生
も
、
こ
の
夏
（
九
一
年
）
ノ
ー
ザ
ン
カ
レ

ッ
ジ
（
バ
ー
ン
ズ
リ
ー
、
南
ヨ
ー
ク
シ
ャ
）
で

の
私
達
の
訪
問
に
わ
ざ
わ
ざ
来
て
下
さ
り
、
小

講
義
を
し
て
下
さ
っ
た
の
に
、
感
銘
し
た
も
の

で
し
た
。
他
に
、
ボ
ブ
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー
（
ノ
ー

ザ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
）
や
ビ
ル
・
コ
ン
ボ
イ
（
二

ユ
ー
バ
ト
ル
ア
ベ
イ
カ
レ
ッ
ジ
）
、
ボ
ブ
・
ホ
ー

ル
ト
ン
（
協
同
組
合
カ
レ
ッ
ジ
）
、
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
・
イ
エ
オ
と
ビ
ル
・
ヒ
ュ
ー
ズ
（
ラ
ス
キ
ン

・
カ
レ
ツ
ジ
）
ら
、
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
・
カ
レ

ッ
ジ
の
学
長
ら
と
直
接
会
い
、
意
見
交
換
で
き

た
こ
と
は
三
度
目
の
旅
の
何
よ
り
の
収
穫
で
し

た
。　

九
一
年
夏
の
旅
は
、
そ
う
し
た
意
味
で
、
ロ

ン
ド
ン
小
遊
、
国
際
会
議
へ
の
参
加
、
リ
ー
ズ

大
学
再
訪
、
四
つ
の
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
・
カ
レ

ッ
ジ
訪
問
、
ニ
ュ
ー
ラ
ナ
ー
ク
再
訪
、
ジ
ョ
ン

・
ラ
ス
キ
ン
の
ブ
ラ
ン
ト
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
訪
問

を
は
じ
め
と
す
る
レ
ー
ク
・
デ
ス
ト
リ
ク
ト
小

遊
な
ど
、
記
す
べ
き
も
の
が
多
い
旅
で
し
た
。

ま
た
、
私
に
と
っ
て
は
、
三
年
ぶ
り
の
友
人
達

と
の
再
会
は
、
新
た
な
意
欲
を
喚
起
す
る
も
の

と
い
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
愛
知
県
立
大
学
）
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